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「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://www.miyake-furusato.net/top.htm

○神楽坂あおぞら市　
　５月 15 日（日）
　12：30 ～ 18：00
明日葉、タケノコ、く
さやなど、三宅島の特
産品販売！
最短出口　東西線「神
楽坂」駅 A1 口下車　
スーパーきむらや（東
京都新宿区神楽坂６―
50）周辺。お手伝いな
どお願いします。
○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　再生ネットワーク
【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿２-１
　携帯：090-4922-0798
  FAX：03-3964-4065
　　連絡先　佐藤就之

 

三
宅
村
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。
今
年
の
３
月
ま
で
、

副
村
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い

た
内
田
峰
夫
と
申
し
ま
す
。

 

こ
の
た
び
、
ぜ
ひ
、
三
宅

島
を
外
か
ら
見
た
率
直
な
感

想
を
と
ご
依
頼
を
頂
き
ま
し

た
。
若
輩
者
の
私
が
、
た
ま

た
ま
副
村
長
と
し
て
三
宅
島

の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
た

身
が
、
何
を
お
伝
え
で
き
る

の
か
と
結
構
悩
み
ま
し
た
。

　

私
が
島
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
の
中
に
は
、
何
故
か
ご

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
島
の

人
々
の
こ
と
を
悪
く
仰
っ
た

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
曰

く
、
人
の
足
ば
っ
か
り
引
っ

張
る
。
他
へ
の
依
存
心
が
強

す
ぎ
る
等
々
。
で

も
、
そ
れ
は
本
当

で
し
ょ
う
か
？
他

所
は
そ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　

私
は
、
足
立
区

生
ま
れ
の
足
立
区

育
ち
で
、
他
の
土

地
を
知
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

恐
ら
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
似
た
よ
う
な
お
話

は
た
く
さ
ん
聞
き
ま
す
。
寧

ろ
、
三
宅
島
の
皆
さ
ん
の
方

が
、
よ
っ
ぽ
ど
真
面
目
で
実

直
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

　

３
年
間
お
世
話
に
な
っ
て

の
視
点
で
敢
え
て
一
つ
申
し

上
げ
る
と
す
れ
ば
、
往
々
に

し
て
噂
に
振
り
回
さ
れ
す
ぎ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
私
は
、
櫻
田
村
長
の
お

傍
で
様
々
な
お
話
を
聞
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
事
実
確
認

も
し
な
い
ま
ま
の
お
話
が
持

ち
込
ま
れ
て
い
る
様
を
拝
見

し
、
心
底
そ
の
大
変
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
し
た
。

 

私
自
身
も
、
全
く
身
に
覚

え
の
な
い
こ
と
で
、
話
し
た

こ
と
も
な
い
方
か
ら
人
前
で

非
難
さ
れ
た
り
、
出
身
元
へ

デ
ス
ク
で
競
馬
新
聞
を
読
ん

で
競
馬
を
や
っ
て
い
る
と
通

報
を
さ
れ
た
り
し
ま
し
た

が
、
も
う
少
し
慎
重
に
事
実

確
認
を
し
て
頂
け
れ
ば
な
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

 

な
ぜ
そ
う
な
の
か
は
全
く

見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
噂

で
動
け
ば
不
信
感
が
募
る
ば

か
り
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
次
第
で
す
。
（
無
礼
な

物
言
い
お
許
し
下
さ
い
。
）

　

し
か
し
、
私
は
三
宅
島
の

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
美
点
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て

頂
い
て
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

結
び
に
、
三
宅
島
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
読
者
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
拙
い
原

稿
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
三
年
間
本
当
に
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
つ
だ
け
お
伝
え
す
る
と

・
昭
和
60
年
４
月
東
京
都
主

　

税
局
に
奉
職

・
平
成
15
年
４
月
東
京
都　

　

総
務
局
総
合
防
災
部
三
宅

　

島
担
当
を
拝
命
。
そ
の
後

　

１
年
間
、
帰
島
に
向
け
た

　

業
務
に
従
事

・
平
成
25
年
４
月
副
村
長
に

　

就
任
、
平
成
27
年
３
月
同

　

職
退
任

島
に
お
世
話
に
な
っ
て

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

平
成
17
年
の
三
宅
島
民
の
全
島
避
難
か
ら
の
帰
島
の
際
に

力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
３
年
間
副
村

長
を
務
め
た
内
田
峰
夫
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
三
宅
と
の
関

わ
り
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
島
の
発
展
の
た
め
に

必
要
な
も
の
は
何
か
な
ど
の
貴
重
な
意
見
を
伺
っ
た
。

前副村長 内田峰夫さん

「信じてほしい島の美点」
三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報
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事務局便り

三
宅
村
村
民
憲
章
の

前
で
櫻
田
昭
正
村
長

と
写
真
に
納
ま
る
内

田
前
副
村
長
（
左
）
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平成28年度 活動計画

　ふるさとネットは、4 月９日に巣鴨で平成 28 年
度の総会を開催した。この中で平成 27 年度の活動
報告、および 28 年度の活動方針が承認された。今
年度の活動としては、島の再生のために提言を行っ
ていくことや総会を「支援者の集い」と併せて 12
月に実施することなどが承認された。

１
、
三
宅
島
は
、
帰
島
10
周

年
を
迎
え
て
行
政
な
ど
が
年

間
を
通
じ
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
周
年
と
い
う
こ

と
で
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｘ
テ
レ

ビ
は
、
東
京
都
提
供
で
「
ま

る
ご
と
三
宅
島
！
」を
放
映
、

元
気
な
島
民
の
生
活
や
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
10
月

に
は
、
ド
イ
ツ
テ
レ
ビ
局
が

「
面
白
い
旅
」
の
番
組
で
三

宅
島
に
３
人
で
取
材
に
来
ま

し
た
。
他
の
テ
レ
ビ
局
で
も

浅
沼
徳
広
元
村
議
宅
で
光
安

千
久
子
三
宅
支
部
長
も
協
力

し
て
三
宅
島
の
漁
業
と
島
料

理
の
紹
介
等
し
ま
し
た
。

２
、
情
報
活
動
の
柱
で
あ

る
「
三
宅
島
新
報
」
も
Ｄ
Ｔ

Ｐ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
予

定
通
り
４
回
発
行
で
き
ま
し

た
。
12
月
12
日
の
支
援
者
の

集
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
在

京
者
の
神
着
出
身
で
元
郵
便

局
長
の
平
松
尚
志
さ
ん
が
、

在
京
者
と
島
の
人
々
の
気
持

ち
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３
、
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」
、

三
宅
島
の
再
生
・
長
期
災
害

の
課
題
解
決
の
問
題
提
起
、

被
災
地
と
の
交
流
（
口
永
良

部
島
噴
火
被
災
者
と
の
交
流

で
は
、
三
宅
島
の
資
料
等
を

送
り
喜
ば
れ
ま
し
た
）

　

し
か
し
在
京
者
に
対
す
る

訪
問
活
動
と
「
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ル
」
は
、
在
京
者
も
高

齢
化
し
亡
く
な
っ
た
人
、
特

養
施
設
入
所
、
ま
た
は
、
子

ど
も
の
家
に
転
居
、
子
ど
も

の
た
め
に
残
っ
た
多
数
の
主

婦
や
家
族
も
子
ど
も
の
成
長

に
よ
り
、
島
に
帰
っ
た
者
や

別
居
生
活
で
島
と
内
地
に
分

散
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
々
な
ど
様
々
で
、
把
握
は

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

４
、
２
月
７
日
に
は
、
村
長

選
挙
と
村
議
会
選
挙
が
あ
り

ま
し
た
。
村
長
は
櫻
田
現
職

が
無
投
票
再
選
、
村
議
も
10

人
立
候
補
、
定
数
８
人
中
６

人
が
新
人
、
現
職
２
人
当
選
、

残
念
な
が
ら
浅
沼
徳
広
候
補

は
、
５
票
差
で
次
点
と
な
り

ま
し
た
。

　

人
工
透
析
導
入
、
灰
干
し

新
商
品
開
発
、
漁
協
の
発
展

に
寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
大

久
保
浜
の
防
災
、
産
業
振
興
、

元
高
濃
度
地
区
の
再
開
発
な

ど
重
視
す
べ
き
公
約
は
引
き

続
き
実
現
に
努
力
し
た
い
も

の
で
す
。

前年度の
取り組み

マ
ス
コ
ミ
通
じ
て
情
報
を
発
信

口
永
良
部
の
被
災
者
に
資
料
提
供
を

島の再生に向けた計画を承認
ふるさとネット 28 年度総会を実施

４月 総会　16 日（土）総会議案審議・あおぞら市打ち合わせ

５月

三宅島新報第 61 号発行

ふるさとだより 50 号発行　

神楽坂あおぞら市準備・打ち合わせ

神楽坂あおぞら市に出店　

　　15 日（日）12：30 ～（雨天決行）

６月
第 44 回世話人会　４日（土）18:30 ～ 20:30　

　　（喫茶室にて）（アンケートの検討）

７月
三宅島新報第 62 号発行

ふるさとだより 51 号発行

８月 ふれあいコール　20 日（土）（名簿整理・需要の確認）

９月 第４５回世話人会　３日（土）18:30 ～ 20:30　

１０月

三宅島新報第 63 号発行

　（１面に支援者の集いのお知らせ・新報と共に往復葉書き郵送）

ふるさとだより 52 号発行　

１１月
事務局会議（支援者の集い出欠確認・準備）

第 46 回世話人会（総会準備）26 日（土）18:30 ～ 20:30

１２月
三宅島支援者の集い　10 日（土）18:30 ～ 20:30

　　（第一部・総会　第二部・支援者の集い）

１月
三宅島新報第 64 号発行

ふるさとだより 53 号発行　

２月 事務局会議（来年度に向けて）

３月 第 47 回世話人会　　未定
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熊
本
地
震
は
、
４
月
14
日

夜
発
生
し
ま
し
た
。
次
は
「
南

海
ト
ラ
フ
ト
巨
大
地
震
」
を

想
定
し
て
い
た
私
た
ち
も
阪

神
大
地
震
以
上
の
揺
れ
が
内

陸
で
起
き
る
こ
と
は
、
専
門

家
も
含
め
想
定
外
で
あ
っ
た

と
い
う
。
15
日
現
在
で
死
者

９
人
、
負
傷
者
１
０
１
０
人
、

ま
だ
ま
だ
余
震
が
続
き
予
断

を
許
せ
な
い
事
態
で
被
害
は

増
え
る
で
し
よ
う
。
犠
牲
者

に
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
た
ち
と
交
流
の
あ
っ
た

口
永
良
部
島
の
全
島
避
難
し

た
噴
火
災
害
が
年
末
に
帰
島

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
し

た
。
今
回
の
熊
本
地
震
は
、

日
本
全
土
に
衝
撃
を
与
え
て

い
ま
す
。
最
近
の
大
震
災
は
、

復
旧
・
復
興
に
長
期
間
か
か

り
、
ま
だ
東
日
本
大
震
災
も

復
旧
が
停
滞
し
福
島
原
発
の

被
災
者
は
、
生
活
の
見
通
し

も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

三
宅
島
長
期
噴
火
災
害

は
、
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
語

り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

三
宅
島
再
生
、
観
光
・
産
業

振
興
に
と
っ
て
多
大
な
影
響

力
を
持
ち
ま
す
。
今
後
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

三
宅
島
新
報
発
行
は
、
５
、

７
、
10
、
１
月
の
４
回
と
し

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
な
ど
情
報
を
発

信
し
ま
す
。

３
、
神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら
市
参

加
は
、
商
店
街
の
ご
協
力
を

え
て
、
５
月
の
み
と
し
ま
す
。

今
年
は
、
５
月
15
日
（
日
）

12
時
30
分
か
ら
開
店
し
ま

す
。
準
備
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

４
、
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」
、

「
全
島
避
難
中
の
記
録
創

り
」
、
各
地
被
災
地
と
の
交

流
と
支
援
、
三
宅
島
支
部
の

活
動
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

５
、
「
総
会
」
と
「
支
援
者

の
集
い
」
を
一
緒
に
開
き
情

報
を
共
有
す
る
努
力
を
提
案

し
ま
す
。
（
12
月
10
日
（
土
）

夜
に
「
支
援
者
の
集
い
」
と

同
時
開
催
決
定
し
ま
し
た
）

６
、
三
宅
島
再
生
の
た
め
に

提
言
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

の
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

　

注
目
さ
れ
た
「
三
宅
村
総

合
戦
略
（
案
）
」
が
２
月
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
危
惧
し

て
い
た
よ
う
に
残
念
で
す
が

総
花
的
で
す
。
帰
島
10
年
を

超
え
て
い
る
の
で
政
策
を
、

絞
り
込
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
「
都
政

新
報
」
の
報
道
で
利
島
村
で

は
村
の
新
規
事
業
と
し
て
、

定
住
促
進
住
宅
整
備
に
４
世

帯
用
の
建
設
・
９
６
０
０
万

円
、
定
住
促
進
空
き
家
登
録

２
軒
分
・
６
０
０
万
円
を
村

議
会
で
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

具
体
化
の
た
め
に
、
帰
島

時
の
「
復
興
計
画
」
の
総
括

か
ら
始
め
る
勇
気
が
い
り
ま

す
。
少
な
い
予
算
で
す
か
ら

他
を
削
っ
て
も
、
集
中
的
に

人
口
対
策
に
充
て
る
決
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
数
値
目
標

は
ほ
ぼ
未
定
。
今
後
に
期
待

し
ま
す
。
人
口
減
と
高
齢
化

で
地
域
交
流
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
が
次

の
課
題
。
専
門
家
を
交
え
て

検
討
し
た
い
も
の
で
す
。

７
、
活
動
資
金
の
た
め
に
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
寄
付
を

仰
ぎ
三
宅
島
災
害
・
再
生
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

人
口
減
対
策
な
ど
専
門
家
と
検
討
も

平
成
28
年
度
の
方
針

収入の部 27 年度予算 27 年度決算 28 年度予算

寄付金 550,000 891,698 700,000

活動収入 156,000 176,855 100,000

雑収入 0 1,893 100

前期繰越金 130,248 130,248 5,268

収入合計 836,248 1,200,694 805,368

支出の部 27 年度予算 27 年度決算 28 年度予算案

広報費 660,000 973,956 688,000

訪問活動費 0 0 1,000

活動費 105,000 158,364 55,000

会議費 13,000 30,556 10,000

事務備品費 1,100 708 5,000

通信費 33,200 15,542 30,000

渉外費 0 0 1,000

雑支出 23,948 16,300 15,368

小計 836,248 1,195,426 805,368

次期繰越金 0 5,268 0

合計 836,248 1,200,694 805,368

会長　　佐藤就之

副会長　酒井一豊

        光安千久子（三宅島支部長）

事務局長　　栗原未帆

事務局次長　山中恵美子

会計　　　　板倉美紀子　

世話人　

吉田信行　菊池忠男 増田奈穂子

京町　横井和之　山田貴久　

森啓予　青木健史

監査　中島香保子　渡壁舞　

　　　　　　（順不同・敬称略）

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
27
年
度
決
算
・
28
年
度
予
算

取材に訪れたドイツＴＶルイ記者と佐藤会長

平成 28 年度役員

　

今
年
度
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
次

の
通
り
提
案
し
ま

す
。

１
、
ま
ず
熊
本
地

震
の
被
災
者
に
支

援
を
行
い
ま
す
。

三
宅
村
役
場
の
窓

口
に
支
援
金
を
送

り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

２
、
情
報
活
動
は
、
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―
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
っ

て
、
三
宅
島
観
光
の
現
状
は

如
何
で
す
か
？

　

昨
年
・
一
昨
年
と
２
年
連

続
で
、
来
島
者
数
は
増
え
ま

し
た
。
数
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
近
年
は
漸
減
傾
向
が

ず
っ
と
続
い
て
い
た
の
で
、

こ
れ
は
島
に
と
っ
て
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
な

こ
と
で
す
。

　

ベ
ー
ス
に
は
新

中
央
航
空
の
調
布

か
ら
の
乗
り
入
れ

や
東
海
汽
船
の
新

造
船
「
橘
丸
」
の

就
航
、
そ
し
て
火

山
ガ
ス
の
噴
出
量

が
減
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
り
ま
す

が
、
釣
り
・
ダ
イ

ビ

ン

グ
・

ド

ル

フ
ィ
ン
ス
イ
ム
及

び
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
等
に
加
え
、
一
般
観

光
客
の
誘
致
や
教
育
・
体
験

旅
行
に
も
戦
略
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
の
収
容
能
力
も

あ
り
、
大
き
く
伸
ば
す
こ
と

に
つ
い
て
は
現
状
の
枠
組
み

で
は
難
し
い
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
が
、
食
も
含
め
た
島
の

素
材
の
磨
き
上
げ
と
と
も

に
、
安
全
に
島
内
一
周
で
き

る
こ
と
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
昨
年
「
新
日

本
歩
く
道
紀
行
１
０
０
選

シ
リ
ー
ズ
」
に
選
定
さ
れ

た
コ
ー
ス
等
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
自
転
車
等

の
通
年
型
の
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

―
今
後
の
外
国
人
を
含
め
た

観
光
戦
略
は
？

　

三
宅
島
を
は
じ
め
伊
豆
諸

島
は
都
会
か
ら
近
い
大
自
然

を
中
心
に
売
り
物
に
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
観
光

客
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
戦
略
の

柱
と
し
て
は
、
二
つ
考
え
て

い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
広
域
的
に
大

き
く
発
信
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
三
宅
島
だ
け
で
は

な
く
、
他
の
島
々
と
も
連
携

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
外
国
人
を
呼
ぶ
た

め
に
は
、
富
士
山
、
箱
根
、

伊
豆
半
島
と
連
携
す
る
仕
組

み
が
必
要
で
す
。
一
般
の
外

国
人
か
ら
見
た
場
合
、
日
本

を
象
徴
す
る
も
の
は
伊
豆
諸

島
に
は
少
な
い
の
で
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
へ
の
取
り
組

み
に
は
富
士
箱
根
伊
豆
国
立

公
園
の
他
の
エ
リ
ア
や
東
京

都
と
連
携
し
て
、
リ
ピ
ー
ト

客
等
を
対
象
に
そ
の
方
策
を

立
て
る
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
各
島
に
あ
る

埋
も
れ
た
素
材
の
発
掘
・
磨

き
上
げ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
地
道
に

行
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
初
め
て
と
な
る
三

宅
島
新
報
の
編
集
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
、
読
み
や
す
い

紙
面
を
め
ざ
し
、
私
た
ち
も

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
５
月
15
日
に
行
わ
れ
る

神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら
市
の
三
宅

島
物
産
店
も
お
手
伝
い
も
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
度
も
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

【お便り】
　口永良部島からお便りを頂
きました。紙面の都合で一部
をご紹介します。
○仮設住宅自治会長（避難当
時）山口英昌様（12 月 29 日）
　噴火避難のことでは、ご心
配おかけしました。佐藤様に
は、お見舞いの品をいただい
たり、三宅島の被災の状況や
教訓、被災者が考えないとい
けないことなどお教えいただ
いたり、多くの資料をお送り
いただくなど、一方ならぬお
世話になりました。お礼の言
葉もありません。お送りいた
だいた玩具は、子供たちや親
御さんたちに喜んで頂けたよ
うです。
　また多くの資料は、県や町
へ要望する際や、島民で議論
する際に大変役立ちました。
お陰さまで、12 月 25 日に「一
部地区を除いての避難解除」
となりました。　仮設からの
引っ越しは来月中旬のつもり
です。

【ご寄付者名】
坂本健様、吉島輝雄様、光安
千久子様、遠藤文代様、木村
健二様、高橋民夫様、中村俊
江様、吉田信行様、柚木裕子
様、佐藤就之様、倉持房枝様
（12月10日より３月13日まで）
まことに有難うございまし
た。感謝いたします。

　1958 年山形県生まれ。
日本興業銀行を経て、2010
年東海汽船入社（経理部長・
旅客部長）。14 年に新造船
「橘丸」の就航に合わせて
三宅島観光協会に出向。伊
豆諸島・小笠原諸島をエリ
アとする東京諸島観光連携
推進協議会（各島の観光協
会事務局長・行政の課長・
運輸機関の営業部長等実務
責任者の集まり）の会長も
務め、PR と共に人材育成
にも注力。

プロフィール

編
集
後
記

　三宅島観光協会事務局長
（兼副会長）の植松正孝さん
に、三宅島の観光に関する今
後の方策などを伺った。植松
さんは、島の観光資源の新た
な開発など、地道な努力の積
み重ねの大切さを語った。

地道な努力の積み重ねを
観光協会 植松事務局長に聞く

植松事務局長（左上）と観光の要「橘丸」の出港風景


